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＜連絡事項＞
・インフルエンザ対策
　今シーズンもインフルエンザの流行時季となりました。八戸市内でもインフルエンザの発生報告が徐々に増えてきました。また、夜間急病診療所での発生報告も増えてきています。現在、インフルエンザのワクチン接種を順次進めていますが、ワクチンの入荷数が不安定なため、例年より遅い時期での接種となっています。インフルエンザ予防のために、より一層の手洗い・手指消毒と咳エチケットを徹底してください。

 「かからない」、かかっても「うつさない」の姿勢がインフルエンザ予防には大切です。
・事故報告書について、患者様への影響レベルと報告基準が変わる予定です。
　レベル0～3a迄をインシデント、レベル3b以上をアクシデントとして報告となります。
　Bユニット詰所内に置いていますので、各自確認をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　常夫様～9:45自宅へ退院となる。
・佐々木　スミ様～10:59東病棟合併症室より退院となる。
・橋本　拓実様～主治医は深澤Ｄｒとなる。現在の臨時薬は夕までで止め、持参薬のコンサータも止め、新たに処方するとの事。
・田崎　満様～痔が痛いと本人より訴えあり、主治医へ報告し強力ポステリザン軟膏処方となっている。又、16:00主治医来棟時、面談行っており、12/13 9:30退院予定となる。初外来日は12/26 11:00～となる。
・川村　耕八様～御家族様より今の状態であれば退院させてもいいと話されている。主治医へ情報提供していく。
・関野　節子様～ラインヒルズのケアマネよりTELあり、受け入れ可能。退院の日取りについては御家族と話し合った上で再度病院へ連絡するとの事。主治医へ情報提供していく。又、本日排便-5日目にてGE 60ml処方・施行指示あり、施行している。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。過度な私物要求無く経過。引き続き精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるように看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。ホール内の徘徊し時折奇声あげている。他者トラブルは無い。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・橋本　拓実様～終日隔離中。自室内を這って徘徊し、時折「あー」と発声あり。食事の際、咀嚼せず、飲み込んでいる為、注意が必要。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・坂本　きい様～指示の点滴は見守りの下、ライントラブル無く実施している。「家さ帰る」と話す。発熱・咳嗽無し。
・田嶋　兼雄様～酸素3L流入中。バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無し。点滴トラブル無く施行。処置時抵抗見られている。
・上野　一夫様～酸素1L流入中。バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無し。活気無さあり。点滴は刺入部の発赤・腫脹あり、刺し替え行っている。
・畠山　正治様～食事の際、覚醒状態・嚥下不良で各食数口のみ摂取。むせ込み強く中止している。10:00酸素飽和濃度80%台へ低下あり、酸素5Lへ増量し経過観察している。以後酸素飽和濃度徐々に回復し90％以上となっている。主治医不在の為、深澤Drへ報告し点滴2本処方(抜き差し)。明日分については明日主治医出勤時に報告・指示受けをする事としている。
・宮川　鉄雄様～体温37.6～37.3℃にてクーリングは継続。点滴トラブルや嘔吐
は無い。体位交換・処置時に抵抗見られている。主治医より
ファモチジンとタゾピぺ2日分処方となっている。御家族様
面会時、現在の状態を主治医より説明行っている。医療サービス
付きの有料老人ホーム等を主治医より勧めている。後日検討し
病棟へ返答いただく事としている。
・佐藤　美江様～昼食前、覚醒状態悪くＪＣＳ1-Ⅰ、バイタルサイン異常は無く疎通も
とれるが脱力感を訴える。経過観察していたが、13:30頃手引き歩行
にてホールまで移動しゼリー摂取出来ている。
・下村　慶子様～咽頭痛訴え、9:00体温37.0℃、クーリング開始している。13:00体温38.2℃、体熱感・咽頭痛あり。15:00体温39.3℃、脈拍126回/分、血圧164/84㎜Hg、クーリング強化している。主治医へ報告し、アンヒバ座薬(200)1ヶ挿肛指示あり。15:45施行。発熱時ロキソプロフェンNa 1TのIFオーダー追加となっている。点滴1本処方となり、16:20開始している。
